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要 旨 

 本研究は，特色ある教育課程を編成し，教科体育として体力づくり（学校林走）を実践した

児童の振り返りから，運動に対する児童の意欲や気づきがどのように関連しているのかを，教

師のコメントとともにテキストマイニングという手法を用いて検討することを目的とした。本

研究で用いた手法は，文章の中で強調された語彙やそれらの関連性を可視化することができ，

児童自身が体力の伸びや心の成長を体系化することが可能となった。また，定量分析によって

学習過程・成果を評価することで，教師による児童への指導・評価や教師自身を振り返る際の

参考資料として活用できることが示唆された。 
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1.はじめに 

近年，我が国では，子どもの主体的な学習活動が見直されており，アクティブラーニングの

視点から能動的な学習活動を引き出す授業展開や教材開発が注目されている（文部科学省，

2016）。また，平成 29 年 3 月，新学習指導要領の改訂により，「主体的・対話的で深い学び」

の実現が明記された（文部科学省，2018）。このような学びの実践には，教師一人ひとりが児

童の発達段階や学習スタイルの多様性を理解し，「何を学ぶのか」（学習内容）と「どのように

学ぶのか」（学びの過程）という学習場面に応じた指導方法について，これまで以上に授業構

成の質を高め，検討していくことが必要である。これらのことから，学習者が何がわかったの
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か（わかる喜び），何ができるようになったのか（できる楽しさ）を味わうためには，学びを

深めるきっかけとして「教師の働きかけ」は必要不可欠である。 

近年の学校現場では，体育科・保健体育科を中心に子どもの体力・運動能力の向上を目指す

ため，特色ある体力づくりに取組み，運動・スポーツへの参加意欲の向上と健康増進を図って

いる。それらの取組の一例として，体力づくりの実践と振り返りシートを活用し，課題や手立

ての目標設定から実践へと繋げる事例が報告されている（文部科学省，2012）。保健体育科教

育の研究で用いられる研究方法では，質問紙調査法，観察法，面接法（インタビュー法），実

験法（授業実践）がしばしば用いられている。これらの多くは，質的研究として自由記述分析

がなされており，あらかじめ用意したカテゴリーに分類するか，KJ 法を用いて描写すること

が主な分析方法である。しかしながら，分析者（教師）の主観が入りやすく，データを正確に

解釈することが困難であることや質問者が予めカテゴリー別に選択肢を設定しておく必要が

あり，回答者の考えをすべて網羅しているとは限らないという課題が挙げられる。さらには，

分析数が多くなると大変な労力がかかり，分析に時間を費やすことが懸念されている。こうし

た課題への対応として，近年，テキストマイニングという手法が広く使われるようになった。

テキストマイニングとは，大量のテキストデータから自然言語解析の手法を使って，よく出現

する単語や特徴語を解析し，有益な情報を取り出す方法である。先行研究では，アンケートや

振り返りシートからの自由記述を基に，大学生における授業評価の分析（越中ら，2011）や「教

育フィールド」による教育効果の検討（森ら，2015）をテキストマイニングの手法を用いて行

っており，データの全体的な傾向を概観できるとしている。  

そこで本研究は，小規模特認校9として特色ある教育課程を編成し，教科体育として体力づ

くりを実践している札幌市立駒岡小学校を取り上げた。教育目標として「自らの健康安全に気

を付け，進んで体を鍛える子どもを育てる」，「自然に親しみ，情操豊かな子どもを育てる」を

掲げ，年間を通して，全校児童で体力づくりに取組んでいる。体育の授業時数の一部を体力づ

くり「こまおかタイム」として運営し，体育科年間計画を作成している。これについての詳細

は，東海大学高等教育研究（北海道キャンパス）第 18 号を参照されたい（塚本ら，2018）。本

稿では，「こまおかタイム」の中でも，とくに時間をかけて体力づくりに取組んでいる学校林

走における児童の振り返りから，運動に対する児童の意欲や気づきがどのように関連している

のかを，教師のコメントとともにテキストマイニングという手法を用いて検討し，現場へのフ

ィードバックを第 1 の目的とした。第 2 の目的としては，教員養成課程にある学生に対する学

びの提供である。本学は，教職課程・保健体育科の教員を目指す学生が多く在籍しており，2016

年度より現場での体力づくりのサポートに携わっている（塚本ら，2016，資料：北海道通信日

刊教育版，2019）。新学習指導要領の改訂に伴い，アクティブラーニングの視点からの授業展

開や教材開発が求められている中で，保健体育科教育法 1・2 と関連付けて，体育科教育の意

義について，教員を目指す学生の指導の一助とすることである。  

                                                   
9 1977（昭和 52）年に，札幌市で初めて導入された特認校制度は，「学校選択制」（自由選択

性，ブロック選択制，隣接区域選択制，特認校制，特定地域選択制の 5 種類）の一形態である

「特認校制」のうち，「小規模校」において取り入れられている。この制度は，生徒数が減少

して廃校の危機にあった札幌市郊外の山間部へき地小規模校の存続を願う地域住民や学校関

係者の要望に応え，併せて，自然豊かな小規模校への通学を希望する市街地児童生徒（親）に

応えるために，札幌市教育委員会が校区外通学と小規模性保持という特別な許可を与えて，盤

渓，駒岡，有明の 3 つの小学校で始まった。  
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図 1．振り返りシートの一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道通信日刊教育版（平成 30年 12月 27日掲載） 

 

2.研究の方法  

札幌市内の小規模特認小学校（札幌市立駒

岡小学校）に在籍する小学 6 年生 14 名（男

子 8 名，女子 6 名）と学級担任 1 名を対象と

した。本研究を行うに当たり，事前に学校長

及び教員と打ち合わせを行い，保護者説明会

を実施した後，保護者からの研究参加への同

意書を得て行った。また，本研究は東海大学

研究倫理委員会の承認（承認番号 18047）を

得て実施した。対象校における体力づくりは，

夏季は，グラウンドから直接入ることのでき

る学校林を学びの場として，学校林を駆け廻
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る学校林走，冬季は歩くスキーで学校前丘を利用したクロスカントリースキーに取組んでおり，

本稿では学校林走に着目した．学校林走は，1周が約700 mの高低差のある道のりを約 20分間，

自己のペースで走るプログラムであり，2017 年 4 月から 9 月までの期間に計 10 回実施した。

児童は毎時間の初めに目標周回数を決め，学校林走に臨むよう指導されていた。分析データは，

各回の「学校林走」を終えた児童が学校林走後もしくは翌朝に振り返りを行い，全 10 回分の

自由記述から収集した。児童は自分の走りや走っている時に感じたことなどを振り返り，教師

は児童が自由記述した内容についてコメントする形式を用いた。得られた記述は，全てテキス

トファイル化し，テキストマイニングの手法で分析した。自由記述の分析には，KH Coder（樋

口耕一，2018）を用い，語句を抽出し，共起ネットワークを作図した。 

 

3. 結果および考察 

3.1 語の抽出と頻出後の確認 

 児童の振り返り，教師の声かけから得られた自由記述データを分析対象とした。KH corder を

用いて，前処理を実行した結果，児童の総抽出語数は 32,24（使用数 1,305），異なり語数

は 518（使用数 358），教師の総抽出語数は 4,904（使用数 1,652），異なり語数は 667（使

用数 468）であった。これらの頻度の内，上位 10 語とその出現頻度を表 1 に示した。児童お

よび教師の記述では，「走る」が抽出語の１位であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 児童の自由記述 

 共起ネットワークを作図する際に以下の設定を行った。出現数による語の取捨選択では最小

出現数を 6 とし，共起関係の絞り込みを Jaccard 係数 1.0 以上に設定して描写した。出現数の

多い語ほど大きい円で描画し，比較的強くお互いに結びついている部分を色分けしてグループ

として示した。最小スパニング・ツリーだけを描画し，ラベルが重ならないように位置を調整

した。 

 図 1 では，児童の振り返りにおける共起ネットワークを示した。共起ネットワーク図から読

み取れる記述傾向は，①目標の設定（走るペースの目安），②チャレンジ周回数，③標準の周 
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図 2．児童の振り返りに関する共起ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回数，④体力への気づき，⑤天候や学校林走の時間について，⑥粘り強さや達成感について 6 

グループに分類された。 

共起ネットワークより，①もっとも多く抽出された「走る」という語と「ペース」「自分」

の結びつきから，「自分のペースで走ることができた」「自分のペースを守って」「自分のペー

スが分かった」「ペースがくるった」「ペースがだいぶつかめた」と書かれていた。このように，

児童自身が走るペースの目安を考え，頑張りの目標を立てていた文章が述べられていた。②次

に多く抽出された「出来る」と「五周」，「六周」といった語彙がまとまっており，記録更新を

目指す周回数について「五周」もしくは「六周」を挙げていた。毎回の授業始まりに，前回の

周回数と同じペースを保つ，または，記録更新を目指すかという目標を個人内で決めており，

「出来る」という語句には，毎時間の目標とした周回に対しての自己評価の振り返りがみられ

た。③先に述べた数値目標の隣に位置する「走れる」は，「良い」「四周」「全力」がまとまり，

「全力で走れた」 「良い走りができた」と記述されていた。ここでは，「四周」を走れる程度

が大半の児童の標準的な周回数となっていたことが確認された。④「体力」と「時間」「学期」

のまとまりでは，学期の節目において，「体力に慣れてきたら」「体力がなくなった」「体力的

に無理をしてしまった」と体力への心配や不安を記入する児童がみられ，また，別の記述では
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「体力が余ったかもしれない」「体力をもてあましたような気がした」いう記述から，授業前

までは不安を抱いていたが，走り終えてみると意外と体力が継続していたことに気づく児童も

いた。自由記述は，学校林走の直後または翌日の記入を設定しており，⑤「昨日」の振り返り

として，「少し」「寒い」がまとまっており，天候状態により，「寒かったので，テンポアップ

した」「少し寒くて，とばすことができなかった」等といった体の調子に合わせて，走り方を

考えたことが確認できる。また，「もう少し」「ゲート」「前」のまとまりは，「ゲートに間に合

わなかった」「ゲートが閉まる前に」に対して，「もう少しテンポアップすればよかった」「も

う少しピッチをあげて」「もうすこし本気を出せば」という反省点を挙げた記述もみられた。

この学校林走は，タイムを測定するのではなく，割り当てられた時間内の周回数を記録してお

り，授業終了時間が迫ると，ゲートが閉まって次の周回に進むことができないルールとなって

いる。当日の体調は，天候に左右されるものの，目標周回数に到達できなかったときに，ゲー

トが閉じたことを理由づけしていた児童もいた。⑥「最後」の語彙には，対象者が小学校第 6

学年であり，学校生活の集大成としての「学校林走」に対する想いが語られていた。「頑張る」

は，「頑張った」「頑張りたい」と記述されており，「諦める」は，「全力で諦めないで」「最後

まで諦めず」「諦めかけたけど」「諦めない力が必要」の語彙を集計しており，この語彙からは

最後まで粘り強く運動を継続する意欲が示された。「次」「嬉しい」という語句からは，周回数

に関する文章があり，「はじめて，五周，六周できてうれしかった」「最後で最初の 7 周が出来

た。もう言葉も言えないくらいうれしい」と，これまで目標としていた周回数を達成したとき

の喜びが示されていた。  

 

3.3 教師の自由記述 

共起ネットワークを作図する際に以下の設定を行った。出現数による語の取捨選択では最小

出現数を 5 とし，共起関係の絞り込みを Jaccard 係数 2.0 以上に設定して描写した。出現数の

多い語ほど大きい円で描画し，比較的強くお互いに結びついている部分を色分けしてグループ

として示した。最小スパニング・ツリーだけを描画し，ラベルが重ならないように位置を調整

した。 

 教師のコメントでは，児童の頑張りを認めて励まし，次回への学習につなげるコメントがな

されていた。図 2 では，教師のコメントにおける共起ネットワークを示した。共起ネットワー

ク図から読み取れる記述傾向は，①集大成としての学校林，②目標の設定（走るペースの目安），

③次回学習への見通し，④認め・励まし，⑤賞賛の 5 グループに大きく分類された。 

共起ネットワークより，最も多く抽出された①「走る」という語と「走り」「最後」「学校林」

がまとまっており，「小学校生活最後の学校林走」「最後に～周走ることができたね」「最後ま

であきらめずに走って」と，最高学年として最後の学校林走に意識づけるコメントが付けられ

ていた。「走る」の次に多かった語彙は，②「自分」「ペース」「上げる」のまとまりであり，

体力づくりの目標である「自分のペース」「ペースを上げる」といったコメントが多くなされ

ていた。また，児童の表情や走り方からコメントしている語彙が多く，「ペースをつかみはじ

めましたね」「いいペースで走っていましたね」「もう少しペースを上げてみようか」と，児童

一人ひとりの頑張りや記録と向き合い，次回のペース配分を助言するコメントが付けられてい

た。③「次回」という語彙には，「コンディション」「全力」「ラストラン」「終わる」「気持ち」

がまとまっており，翌週への激励のコメントや学校林が学校生活の最後のチャレンジになると 
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きには，大半の児童に対して，「次回」から「ラストラン」へと語彙を繋げており，児童たち

への動機づけがなされていた。④「今日」には，「目標」「残念」「惜しい」「時間」がまとまっ

ており， 児童が目標を達成できたことに対するコメントや目標が達成できなかった児童に対

する励まし，活動時間についてふれていた。⑤「おめでとう」は，「力」「努力」「成果」「先生」

「年間」「ありがとう」のまとまりがあり，ラストランを終え，努力したことが周回数の記録

更新へつながった成果について，これまでの児童たちの頑張りを褒め称えるコメントがみられ

た。⑥「タイムトライアル」「疲れ」，⑦「学期」「スタート」の語彙は少数ではあるものの，

学校林走の頑張りの成果発表として，年間行事にあるタイムトライアルが組み込まれており，

そこでの疲れがとれないまま学校林走へチャレンジしていた児童に対してコメントをしてい

た。また，学期の始まりには，自分のペースに不安を抱く児童や夏休み期間中に走ることをし

ていなかった児童もいるため，次回への頑張りを促すコメントが付けられていた。 

 これらのことから，児童の振り返りシート（足跡カード）によって，毎回の取組に対する意

識や体力への気づきに変化がみられ，児童自身が自己評価と実践を繰り返しながら学校林走へ

取組んでいたことが考えられる。また，教師においては，毎時間の取組を評価し，児童一人ひ

とりへの頑張りの認知や称賛，励ましのコメントを付けることで，予想以上に児童の心と体の

成長記録が可視化され，学校林走の取組のみならず，学級により良い雰囲気が創られ，学級経

図 3．教師のコメントに関する共起ネットワーク 
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営に繋がったと報告を受けた。児童の振り返りの最後に，「先生の言葉も力になりました」と

記述されており，この言葉に対する教師のコメントには，「…省略… 一年間積みあげた努力の

成果であり，汗の結晶ですね．「先生の言葉も力になりました」という言葉。ありがとう!!先

生，涙があふれました。先生にとって，最高のほめ言葉です．…省略…」と，信頼から生まれ

る子どもたちと教師のやりとりの一部がみられた。教師のコメントの多くは，児童へのやる気

や自信へと導く言葉がけがなされていた。一方で，教師は児童からの思いもよらぬ言葉に勇気

づけられ，この言葉が児童への指導方法に対して教師自身を問い続け，児童一人ひとりにあっ

た指導方法の模索へと繋がるのではないだろうか。また，アクティブラーニングの視点から本

稿を検討すると，学ぶことに興味を抱き，目標に対して見通しを持って，粘り強く取組むこと

の「主体的な学び」，子ども同士の励まし合い，教職員，とくに学級担任との足跡カードのや

りとりから生まれる「対話的な学び」，天候や体の調子を意識しながら，自分自身の「走り」

に対する解決策を探っていく「深い学び」が実践されていた。さらには，体育科が目指す運動

課題を解決する学習としての「自己の能力に適した課題解決の仕方，競争や記録への挑戦の仕

方を工夫できるようにする」という目標に対し，児童らは自己マネジメント能力の形成と共に

年間を通して展開されていたことが推察される。本調査で対象となった小規模特認校の特色あ

るカリキュラムには，この 3つの視点が存在し，それぞれが相互に絡み合いながら，学びのフ

ィールドを支えていたことが考えられる。これらのことを踏まえると，すでにアクティブラー

ニングは特別な取組ではなく，すでに教育の現場において実践されているものであり，児童の

発育発達段階や特質にあった授業方法や授業展開の研鑽は，教師のかかわり方も含め今後も注

目していきたい。 

 

4. まとめ  

本研究では，体力づくり（学校林走）を実践した児童の振り返りから，運動に対す

る児童の意欲や気づきがどのように関連しているのかを，教師のコメントとともにテ

キストマイニングという手法を用いて検討した。本実践での振り返りシート（足跡カード）

の活用によって，児童の毎回の取組に対する意識に変化がみられ，記録向上が期待できたと学

級担任より報告を受けた。この振り返りの取組は，学校林走後や朝の会が始まるまでの貴重な

時間を割いて実施しており，当初は記入させることへの抵抗感や教員の負担増加が考え

られたが，児童だけではなく，教師においても，授業（学校林走）への取組や児童へ

のかかわり方にも大きなメリットが生まれることが明らかとなった。また，本研究で

用いた手法は，文章の中で強調された語彙やそれらの関連性を可視化することができ，

児童自身も体力の伸びや心の成長を体系化することが可能となった。さらには，定量

分析によって学習過程・成果を評価することで，教師による児童への指導・評価や教

師自身を振り返る際の参考資料として活用できることが考えられる。  

最後に，本稿で検討した取組は，確かに学級担任の負担があり，標準の学級編成での実施は

難しく，小規模特認校だからこそできるという批判も挙げられると考えられる。しかしながら，

近年懸念されている小規模化に対し，本稿で取り上げた実践報告は，単なる独自の教育課程の

評価にととまらず，少人数教育の意義に大きな示唆を与えうる研究になるに違いない。北海道

はへき地校や複式学級を有する学校数が多く，また，各地で小・中学校の小規模化や統廃合が

進んでいる現状にあり，今後一層の増加が見込まれる。これらのことを踏まえると，教師が児
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童一人ひとりと向き合い，学級全員への指導が行き届くことは，心と体の両面において一定以

上の教育効果をもたらすことが明らかとなり，今後，小規模特認校が有する教育的意義や少人

数学級の特色をどのように問題視するかの示唆を与えるものと考える。 
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